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　本誌の作成に当たっては、平成���（����）�年��月に大阪実業教育協会が中
心となって、大阪府産業教育���年記念会を組織し、その事業の一環として
記念誌作成委員会を発足させた。その後、足掛け�年にわたってすべての
専門分野の原稿とそれに関連する資料等について検討を加え、このたび刊
行に至った。
　顧みると、昭和���（����）�年�月に大阪府教育委員会をはじめ関係教育委
員会、関係校長会等を中心にして、大阪府産業教育���年記念誌が刊行され
てから、今日までに��年が経過していた。
　その間、�回にわたって学習指導要領が改訂され、時代の進展に対応し
て教育内容等も変わるとともに、産業教育関係学校の学科改編や再編整備
などが進展してきたため、これらの時期の関係資料等を整理し、足跡を記
しておく必要に迫られていた。
　また、平成���（����）�年�月に府立の関係高校長会によって刊行された
「大阪府立実業高等学校長会のあゆみ」のほか、関係学科の研究会機関誌
等で本府の産業教育の変遷などの記述が散見されたが、府内の産業教育全
般を網羅し、各専門分野の系統だった編集には至っていなかった。
　そこで、今般の本誌の編集に当たっては、産業教育に関する法律の制定
���年という節目に、産業教育の発展の経過と現状を明らかにし、将来の産
業教育の改善・振興に役立てるため、章立ては���年記念誌に準拠し、昭和
���（����）�年から平成��（����）年までの期間を重点的に集録することとした。
　しかしながら、過去��年間にわたる関係資料の収集・整理には、その所
在も含め困難を極めたため、相当の月日を費やさざるを得ない状況にあっ
たが、幸いにも関係方面から多大のご協力をいただき、一定の集録を果た
せたものと考えている。
　おわりに、本誌の刊行に当たって物心両面からご支援いただいた大阪実
業教育協会をはじめ、関係機関、執筆者等に対して深甚の謝意を表すると
ともに、本府が誇る「実業」教育が本誌の発刊を契機として、一層振興・
充実することを期待するものである。

大阪府産業教育���年記念会
記念誌作成委員会

委員長　　北　川　　賢　一
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　　　　委　員　長　　北　川　賢　一（元大阪府立農芸高等学校長）

　　　　　　　　　　　　副　委　員　長　　石　橋　善　晴（元大阪市立天王寺商業高等学校長）

　　　　委　　　員　　大　倉　雅　之（大阪市立鶴見商業高等学校長）

　　　　委　　　員　　奥　田　喜代江（大阪府立刀根山高等学校長）

　　　　委　　　員　　笠　原　智　之（前堺市立第二商業高等学校長）

　　　　委　　　員　　國　澤　正　和（大阪市立泉尾工業高等学校長）

　　　　委　　　員　　桑　田　芳　治（大阪府立港南造形高等学校長）

　　　　委　　　員　　小　南　�　雄（前大阪府立農芸高等学校長）

　　　　委　　　員　　仙　崎　秀　夫（前大阪府立成城工業高等学校長）

　　　　委　　　員　　大　安　義　産（前星翔高等学校長）

　　　　委　　　員　　高　橋　　　正（大阪府立美原高等学校長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元大阪府立白菊高等学校長）

　　　　委　　　員　　綱　　　信　良（前大阪電気通信大学高等学校長）

　　　　委　　　員　　東　�　元　宏（前大阪府立淀川工業高等学校長）

　　　　委　　　員　　中　野　吉　晟（前大阪府立堺工業高等学校長）

　　　　委　　　員　　宮　脇　幸治郎（大阪府立工業高等専門学校副校長�・�教務主事）

　　　　委　　　員　　森　　　　　均（大阪府立生野高等聾学校長）

　　　　　　　　　　　　　　�　　　�����（兼大阪府立だいせん高等聾学校長）

　　　　委　　　員　　山　口　　　禎（大阪府立能勢高等学校長）

　　　　委　　　員　　山　田　　　博（大阪府立交野高等学校長）

　　　　　　�（前大阪府立枚岡樟風高等学校長）

　　　　　　　　　　　　委　　　員　　西　澤　　　爽（大阪実業教育協会専務理事）

　　　　　　　　　　　　　　�総括事務担当　　　　　　　　　（元大阪市立工芸高等学校長）
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